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障害児通所サービス

　療育の必要なお子さんに、専門機関
での必要な訓練などを提供します。
　

地域訓練会（なでしこ教室）

　言葉や体の発達の遅れが心配、友達
と上手に遊べないなどで悩んでいる保
護者の方とそのお子さんを対象に、相
談や訓練を行います。
開催日　月 １回（原則第 ２金曜日）
場　所　さくら館

発達などが気になるお子さんを支援する制度

児童言語訓練会（ことばの教室）

　耳の聞こえや発音の気になるお子さ
んとその保護者の方に対し、専門家が
個別に言語訓練を行います。
開催日　月 ４回（毎週水曜日）
場　所　さくら館　湯本幼児学園

総合的な支援を行う相談窓口

　障がい児者やその家族の方の生活、
障がい福祉サービスの利用など、いろ
いろな相談を町が委託している相談員
が対応します。
　また、月 ２回、役場およびさくら館
で福祉相談会を開催します。
委託事業所　おだわら障がい者総合相
談支援センター　クローバー（小田原
市久野115− 2 おだわら総合医療福祉
会館 1階）
電話番号　0465−35−5258

身体障害者手帳の診断書料の助成

　身体障害者手帳の交付を受けるため
に必要な診断書の文書料を助成します。
照会先　福祉課☎８５−７７９０

施設通所者の交通費の助成

　福祉サービスなどの事業所に通う際
の交通費を助成します。
照会先　福祉課☎８５−７７９０

障がい福祉サービス

　障害者手帳をお持ちの方や難病の方
に、ヘルパーの利用やグループホーム
への入居、就労へ向けた訓練など、必
要なサービスを提供します。
照会先　福祉課☎８５−７７９０

軽度・中等度難聴児
補聴器購入費等の助成

　身体障害者手帳の交付対象とならな
い難聴児を対象として、補聴器の購
入・修理の費用の一部を助成します。
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　従来から在る宿泊サービスを有償で提供【通年可能】することを目的に建設（改築等）された建築
物で行う“ホテル・旅館”や“保養所”、“民宿・ペンション”等の《旅館業》とは異なり、“戸建て
住宅（別荘含む）”や“区分所有の共同住宅（リゾートマンション含む）”など本来、所有者自らが暮
らすため若しくは特定の個人等へ賃貸借するため建設（改築等）されている家屋の全部又は一部を
不特定の相手へ有償で宿泊場所として提供【年間最大180日可能】する住宅宿泊事業、いわゆる『民
泊』が平成30年 6 月15日から全国一斉に始まります。

★�箱根町内で民泊を営む場合には、従来からある《旅館業》同様、神奈川県小田原保健福祉事務所へ
届出することが【住宅宿泊事業】関係法令等に規定されています。特に、国観光庁のホームページ
には「ガイドライン」が、神奈川県のホームページには「住宅宿泊事業の適正な運営に関する指導
指針」が、町ホームページには「民泊の手引き」がそれぞれ掲載されていますので必ずご確認くだ
さい。

★�箱根町内で営まれている《旅館業》施設については、神奈川県のホームページに許可施設一覧が公
表されています。また、住宅宿泊事業を行っている施設は標識を掲示することとなっています。
（※【住宅宿泊事業】届出施設一覧の公表については、現在、県において準備中です。）

★�神奈川県のホームページに公表されていない施設等（戸建て住宅やマンション等共同住宅の一室）
へ頻繁に不特定多数の観光客等が出入りしていた場合には、違法民泊であることが疑われます。そ
のような場合には、次へ連絡・相談してください。

　　　　⇒［神奈川県小田原保健福祉事務所（環境衛生課）　☎0465−32−8000］
　　　　⇒［民泊コールセンター　☎0570−041−389（ヨイミンパク）］

� 照会先　観光課（観光係）☎85−7410

住宅宿泊事業制度
『民泊』が始まります
違法民泊はゆるさない！

照会先　福祉課☎８５−７７９０


